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令
和
元
年
第
四
回
定
例
会

　

九
月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
を
会
期
と
し
て
、
第

四
回
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
に
は
、
人
事
案
件
三
件
、
中
濃
地
域

農
業
共
済
事
務
組
合
の
解
散
等
に
関
す
る
協
議
三
件
、

条
例
の
制
定
一
件
、
一
部
改
正
十
一
件
、
令
和
元
年

度
富
加
町
一
般
会
計
・
特
別
会
計
等
補
正
予
算
七
件
、

平
成
三
十
年
度
富
加
町
一
般
会
計
・
特
別
会
計
等
歳

入
歳
出
決
算
認
定
七
件
、
報
告
案
件
二
件
が
上
程
さ

れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

▽
富
加
町
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
富
加
町
教
育
長
に
、
粥
川
友
和

さ
ん
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
・
同
意
）

粥
川
友
和
さ
ん

　
　
　
　
　
（
本
郷
）

▽
富
加
町
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
富
加
町
教
育
委
員
会
の
委
員
に
、

大
野
裕
司
さ
ん
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
・
同
意
）

大
野
裕
司
さ
ん

　
　
　
　
　
（
下
町
）

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
き
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
村
井
千
文
さ
ん

を
適
任
と
認
め
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
認
定
）

村
井
千
文
さ
ん

　
　
　
　
　
（
町
屋
）

協
　
議

▽
中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
規
約
の
一
部
改
正

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
が
解
散
し
た
場
合
、

関
市
が
事
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
賛
成
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
の
解
散
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

　

中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
が
令
和
二
年
三
月

三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
す
る
こ
と
に
賛
成
し
ま
し

た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
の
解
散
に
伴
う
財

産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
の
解
散
に
伴
い
、

同
組
合
の
財
産
を
全
て
岐
阜
県
農
業
共
済
組
合
へ
帰

属
さ
せ
る
こ
と
に
賛
成
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

条
例
の
制
定

▽
富
加
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
ま
し

た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

条
例
の
一
部
改
正

▽
富
加
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
の
改
正
に
伴
い
、
旧

姓
に
よ
る
印
鑑
登
録
に
つ
い
て
改
正
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

成
年
被
後
見
人
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
成
年
被
後
見
人
等
に
係
る
失
格
条
項
そ
の

他
の
権
利
の
権
限
に
係
る
措
置
に
つ
い
て
、
関
連
す
る

三
つ
の
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。�（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に
伴
い
、
母
子
、
父
子

医
療
費
の
助
成
に
係
る
所
得
の
判
定
基
準
等
を
改
正

し
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
い
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
に
対
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す
る
償
還
金
の
支
払
猶
予
等
を
改
正
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
「
す
く
す
く
」
が
行
う
事

業
に
保
育
事
業
を
追
加
す
る
改
正
を
し
ま
し
た
。�

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
等
に
関
す
る
利
用

者
負
担
を
定
め
る
条
例
及
び
富
加
町
認
定
こ
ど
も

園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
伴
い
、
令
和
元

年
十
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
に
関
す
る
事
項
を
改
正
し
ま
し
た
。

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
特
定
用
途
制
限
地
域
に
お
け
る
建
築
物
等
の

用
途
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

条
文
の
意
図
を
明
瞭
に
表
現
す
る
た
め
、
字
句
等

を
改
正
し
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

消
費
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
必
要
な
事
項
を
改
正

し
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

消
費
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
必
要
な
事
項
を
改
正

し
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
水
道
事
業
分
担
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

消
費
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
必
要
な
事
項
を
改
正

し
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
富
加
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

消
費
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
必
要
な
事
項
を
改
正

し
ま
し
た
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

総務産業建設常任委員会
町単独工事（令和 2年度以降施
工分）申請の採択の可否を
決定

　 9月18日の総務産業建設
委員会では、今年度自治会
から要望があった町単独工
事（道路改良 3件、排水路
改修 3件、舗装 6件）の採
択について協議し、その可
否を決定しました。
　また、 9月定例会に上程
され、委員会に付託された
議案等については、審議の
結果、いずれも原案のとお
り可決すべきものと決定し
ました。

現場で建設課職員から説明を 
受ける委員
　　　　　委 員 長　木村議員
　　　　　副委員長　山田議員
　　　　　委　　員　川崎議員
　　　　　　　　　　梅村議員

文教厚生常任委員会
「子育て支援拠点施設の設
置及び管理に関する条例」
の一部改正などの議案を可
決すべものと決定

　 9月19日の文教厚生委員
会では、 9月定例会に上程
され、委員会に付託された
「富加町子育て支援拠点施
設の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例
について」の議案について
審議しました。この議案は、
子育て支援拠点施設「すく
すく」において 0歳から 2
歳未満児の保育事業を実施
するためのもので、子育て
ニーズに対応する事業とし
て原案どおり可決すべきも
のと決定しました。また、
その他の付託議案等につい
ても、審査の結果、いずれ
も原案のとおり可決すべき
ものと決定しました。

文教厚生委員会のようす
　　　　委 員 長　福田議員
　　　　副委員長　井戸議員
　　　　委　　員　佐曽利議員
　　　　　　　　　渡邉議員

委員会活動
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補
正
予
算

▽
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

六
千
六
百
三
十
七
万
三
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
三
十
一
億
千
七
百
六
十
八
万
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交
付
税
三
千
百
八
十

万
六
千
円
、
基
金
繰
入
金
二
千
五
百
九
十
六
万
五
千

円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
川
浦
川
左
岸
線
道
路
整
備

工
事
及
び
駐
車
場
整
備
に
係
る
用
地
取
得
費
三
千
五

百
十
四
万
円
、
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
改
修
工
事
費

二
百
四
十
六
万
四
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
・
承
認
）

▽
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）

　

百
五
十
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三

十
一
億
千
九
百
十
八
万
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
繰
越
金
百
五
十
万
円
を
増
額
、

歳
出
に
つ
い
て
は
、
議
場
シ
ス
テ
ム
改
修
工
事
費
百

五
十
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
・
承
認
）

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

四
百
九
十
二
万
四
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
六
億
四
千
百
九
十
四
万
四
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
繰
越
金
四
百
九
十
二
万
四
千

円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
精
算
に
伴
う
保
険
給

付
費
等
交
付
金
の
返
還
金
四
百
九
十
二
万
四
千
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

　

八
万
五
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六

千
五
百
三
十
一
万
五
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
繰
越
金
十
一
万
三
千
円
を
減

額
、
過
年
度
分
保
険
事
業
精
算
金
十
九
万
八
千
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

保
険
料
等
負
担
金
十
一
万
三
千
円
を
減
額
、
一
般
会

計
繰
出
金
十
九
万
八
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

四
百
十
二
万
九
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
五
億
九
百
五
十
一
万
九
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
・
県
負
担
金
の
介
護

給
付
費
負
担
金
二
百
九
十
六
万
円
、
繰
越
金
九
十
九

万
五
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出
金
等
過
年
度
分

償
還
金
二
百
十
五
万
六
千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）

　

三
十
万
九
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

二
億
二
千
七
百
五
万
九
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
他
会
計
繰
入
金
四
百
六
十
八

万
五
千
円
を
減
額
、
繰
越
金
四
百
九
十
九
万
四
千
円

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
量
水
器
購
入
費
三

十
万
九
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）

▽
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

収
益
的
収
入
に
五
万
円
、
収
益
的
支
出
に
五
万
円

を
追
加
し
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
三
千
九
百
七

十
五
万
四
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

収
入
に
つ
い
て
は
、
他
会
計
補
助
金
五
万
円
を
増

額
す
る
も
の
で
、
支
出
に
つ
い
て
は
、
職
員
手
当
五

万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
出

資
債
を
財
源
と
す
る
他
会
計
補
助
金
百
三
十
万
円
を

追
加
し
、
収
入
予
算
額
七
千
三
十
四
万
八
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。�

（
全
員
賛
成
・
可
決
）
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平
成
三
十
年
度
決
算
審
査
意
見
書

富
加
町
監
査
委
員
　
髙
垣
　
昌
司

川
崎
　
伸
泰

　

地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
審
査
に
付
さ
れ
た
、
平
成
三
十
年
度
富
加
町
一

般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
書
、
歳
入
歳
出
決
算
書
及

び
事
項
別
明
細
書
、
実
質
収
支
に
関
す
る
調
書
及
び

財
産
に
関
す
る
調
書
並
び
に
各
関
係
諸
帳
簿
、
証
書

類
に
つ
き
審
査
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
意
見
書

を
提
出
し
ま
す
。

一
、
審
査
の
対
象

　
（
一
）
富
加
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

　
（
二
）�

富
加
町
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

　
（
三
）�

富
加
町
各
基
金
運
用
状
況
並
び
に
財
産
の

管
理
状
況
に
つ
い
て

　
（
四
）
富
加
町
公
債
費
の
状
況
に
つ
い
て

二
、
審
査
の
方
法

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
各

会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
、
同
事
項
別
明
細
書
、
実
質

収
支
に
関
す
る
調
書
等
に
つ
い
て
計
数
の
正
確
性
、

財
政
運
営
の
健
全
性
及
び
予
算
執
行
の
経
済
性
に
つ

い
て
主
眼
を
置
き
、
か
つ
例
月
出
納
検
査
、
定
期
監

査
の
結
果
を
参
考
に
し
、
併
せ
て
各
課
に
事
業
執
行

状
況
等
を
聴
取
し
て
審
査
を
行
っ
た
。

三
、
審
査
の
結
果
（
決
算
計
数
に
つ
い
て
）

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
を
通
じ
て
、
決
算
は
証
書

類
も
整
理
さ
れ
、
会
計
経
理
は
関
係
法
令
に
準
拠
し

て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数
は
関
係
諸
帳
簿
そ

の
他
証
書
類
を
符
合
し
た
結
果
、
正
確
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
予
算
の
執
行
に
関
す
る
事
務
処
理
に
つ
い

て
も
適
正
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

四
、
審
査
の
結
果
（
財
政
状
況
等
に
つ
い
て
）

【
総
　
括
】

　

現
在
の
日
本
経
済
は
、
戦
後
最
長
と
も
い
わ
れ
る

長
期
に
わ
た
る
景
気
回
復
期
間
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
世
界
経
済
の
緩
や
か
な

回
復
を
背
景
と
し
た
外
需
の
伸
び
、
失
業
率
の
低
下
、

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
に
よ
る
雇
用
・
所
得
環

境
の
改
善
、
好
調
な
企
業
収
益
を
背
景
と
し
た
個
人

消
費
や
民
間
設
備
投
資
の
伸
び
に
よ
り
、
僅
か
な
が

ら
成
長
を
維
持
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
今
年
度
十
月
に
は
、
少
子
高
齢
化

に
よ
り
増
え
続
け
て
い
る
社
会
保
障
費
や
少
子
化
対

平成30年度一般会計決算

60.3%39.7%

寄附金
11億3,651万円
（28.4%）

 

町税
8億4,549万円
（21.1%）

 

繰越金
2億6,591万円
（6.6%）

財産収入
2,092万円
（0.5%）

その他
1億4,597万円
（3.7%）

 

地方交付税
8億6,507万円
（21.6%）

国・県支出金
3億7,814万円
（9.4%）  

町債
1億6,330万円
（4.1%）

 

その他
1億8,426万円
（4.6%）

歳入

 

自
主
財
源

依
存
財
源

｠

消防費
1億3,645万円
（3.6%）

｠衛生費
1億7,626万円
（4.6%）
農林水産業費
2億6,730万円
（7.0%）

総務費
16億1,694万円
（42.1%）

民生費
7億1,392万円
（18.6%）

教育費
3億119万円
（7.8%）

土木費
2億9,357万円
（7.6%）

公債費
2億6,387万円
（6.9%）

議会費
4,375万円
（1.1%）

商工費
2,369万円
（0.6%）

災害復旧費
441万円
（0.1%）

歳出

表①　歳入歳出比較� （単位：円）
区　　分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

決 算 総 額 5,548,496,289 5,341,880,759 206,615,530
一般会計決算額 4,005,568,245 3,841,345,263 164,222,982
特別会計決算額 1,542,928,044 1,500,535,496 42,392,548

表②　特別会計の内訳� （単位：円）
区　　分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

国 民 健 康 保 険 670,079,840 650,024,995 20,054,845
後 期 高 齢 者 医 療 61,478,469 60,585,769 892,700
介 護 保 険 462,574,485 448,302,687 14,271,798
特定環境保全公共下水道事業 220,855,506 214,521,483 6,334,023
農 業 集 落 排 水 事 業 127,939,744 127,100,562 839,182

表③　前年度比較
　歳入� （単位：円）

区　　分 平成30年度 平成29年度 比較増減
決 算 総 額 5,548,496,289 4,911,317,819 637,178,470
一般会計決算額 4,005,568,245 3,292,447,752 713,120,493
特別会計決算額 1,542,928,044 1,618,870,067 △75,942,023

　歳出� （単位：円）
区　　分 平成30年度 平成29年度 比較増減

決 算 総 額 5,341,880,759 4,595,952,131 745,928,628
一般会計決算額 3,841,345,263 3,026,537,194 814,808,069
特別会計決算額 1,500,535,496 1,569,414,937 △68,879,441

決算意見書に関わる表

歳出総額
38億4,135万円

歳入総額
４０億５５７万円



6資源の有効利用とリサイクルの推進に努めましょう

175号＊2019.10

策
へ
の
財
源
確
保
を
図
る
た
め
、
消
費
税
率
一
〇
％

へ
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
個
人
消
費
の

落
ち
込
み
等
に
よ
る
景
気
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

引
き
上
げ
に
伴
う
税
収
分
に
よ
り
地
方
財
政
の
安
定

化
が
図
ら
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。

　

平
成
三
十
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
歳
入
決
算
総
額
は
五
十
五
億
四
千
八
百
四
十
九

万
六
千
二
百
八
十
九
円
、
歳
出
決
算
総
額
は
五
十
三

億
四
千
百
八
十
八
万
七
百
五
十
九
円
と
な
っ
て
お
り
、

歳
入
歳
出
差
引
残
高
は
二
億
六
百
六
十
一
万
五
千
五

百
三
十
円
で
あ
る
。（
表
①
・
表
②
）

　

町
財
政
を
分
析
す
る
と
、
経
常
収
支
比
率
に
お
い

て
は
経
常
経
費
の
増
加
に
よ
り
八
九
・
一
％
（
前
年

度
八
七
・
〇
％
）
と
二
・
一
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
。

ま
た
、
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
実
質
公
債
比
率
が
九
・

九
％
（
前
年
度
一
〇
・
一
％
）
と
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
た
。
実
質
公
債
比
率
は
三
か
年
の
平
均
値
で

あ
り
、
二
十
八
年
度
以
降
、
公
債
費
及
び
公
債
費
に

準
ず
る
経
費
に
係
る
金
額
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
単
年
度
毎
の
比
率
が
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
財
政
力
を
判
断
す
る
財
政
力
指
数
は
〇
・
四

七
（
前
年
度
〇
・
四
六
）
と
〇
・
〇
一
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
た
。

　

今
後
、
財
政
規
律
問
題
等
か
ら
景
気
の
先
行
き
が

不
透
明
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
更
な
る
行
政
改
革
を

推
進
し
、
町
債
の
新
規
発
行
を
極
力
抑
制
し
、
健
全

な
行
財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。（
表
①
～
表
④
）

【
一
般
会
計
】

　

平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
四

十
億
五
百
五
十
六
万
八
千
二
百
四
十
五
円
（
前
年
度

比
二
一
・
七
％
増
）
歳
出
総
額
は
三
十
八
億
四
千
百

三
十
四
万
五
千
二
百
六
十
三
円
（
前
年
度
比
二
六
・

九
％
増
）
と
な
り
、
繰
越
明
許
費
繰
越
額
千
五
百
七

万
八
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
一
億
四

千
九
百
十
四
万
四
千
九
百
八
十
二
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。

　（
歳
　
入
）

　

当
年
度
の
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、
自
主
財
源
の

根
幹
で
あ
る
町
税
は
予
算
現
額
七
億
九
千
七
百
七
十

五
万
九
千
円
に
対
し
、
調
定
額
は
八
億
七
千
七
百
六

十
五
万
六
百
四
十
三
円
と
な
り
、
予
算
現
額
を
七
千

九
百
八
十
九
万
千
六
百
四
十
三
円
上
回
っ
た
。
前
年

度
調
定
額
八
億
七
千
六
十
六
万
七
千
五
百
三
十
四
円

に
対
し
て
は
六
百
九
十
八
万
三
千
百
九
円
（
前
年
度

比
〇
・
八
％
増
）
増
加
し
た
。
収
入
済
額
は
八
億
四

千
五
百
四
十
九
万
二
千
二
百
九
十
四
円
（
前
年
度
比

一
・
一
％
増
）
で
あ
り
、
予
算
現
額
を
四
千
七
百
七

十
三
万
三
千
二
百
九
十
四
円
上
回
っ
た
。
歳
入
に
対

す
る
構
成
比
は
、
二
一
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
税
の
収
入
未
済
額
は
、
現
年
課
税
分
七
百
三
十

三
万
二
千
九
百
七
十
七
円
、
滞
納
繰
越
分
二
千
三
百

七
十
三
万
七
千
二
百
七
十
四
円
、
総
額
三
千
百
七
万

二
百
五
十
一
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
五
十

万
六
千
二
百
八
十
九
円
増
加
、収
納
率
は
九
六
・
三
％

（
前
年
度
は
九
六
・
〇
％
）
と
〇
・
三
ポ
イ
ン
ト
向

上
し
た
。
厳
し
い
徴
税
環
境
と
察
す
る
が
、
今
後
も

未
納
額
の
減
少
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加
に
伴
い
、
寄
附
金

が
前
年
度
収
入
済
額
を
六
億
三
千
三
百
五
万
五
千
四

百
四
十
一
円
上
回
る
十
一
億
三
千
六
百
五
十
万
五
千

円
（
前
年
度
比
一
二
五
・
七
％
増
）
と
な
っ
て
お
り
、

歳
入
の
増
額
に
繋
が
っ
た
一
番
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
。（
表
⑤
～
表
⑧
）

　（
歳
　
出
）

　

一
般
会
計
の
歳
出
は
冒
頭
で
も
述
べ
た
と
お
り
、

平
成
三
十
年
度
決
算
は
前
年
度
と
比
べ
二
六
・
九
％

増
加
し
た
。

　

ま
た
、
各
課
の
主
な
事
業
の
執
行
状
況
を
確
認
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
常
的
な
事
務
処
理
が
滞
り
な

く
執
行
さ
れ
て
い
た
。

　

歳
出
予
算
現
額
に
対
す
る
不
用
額
は
、
全
体
で
一

億
千
七
百
三
十
万
四
千
七
百
三
十
七
円
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
費
用
対
効
果
を
精
査
及
び
吟
味
し
た

結
果
と
し
て
、
主
に
総
務
費
二
千
九
百
二
十
六
万
六

千
二
十
六
円
、
民
生
費
二
千
七
百
三
十
四
万
三
千
七

百
十
六
円
、
教
育
費
二
千
十
二
万
四
千
二
百
九
十
七

円
、
土
木
費
千
四
百
六
十
二
万
四
千
八
百
四
十
三
円

の
不
用
額
と
な
っ
た
。
今
後
も
厳
し
い
環
境
下
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で「
最
小
の
費
用
で
最
大
の
効
果
」

の
基
本
を
確
実
に
実
行
さ
れ
た
い
。

【
特
別
会
計
】

　（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

　

本
会
計
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
の
国

保
制
度
改
革
に
伴
い
、
町
か
ら
県
へ
予
算
が
移
行
さ

れ
、
ま
た
共
同
事
業
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

歳
出
決
算
規
模
は
六
億
五
千
二
万
四
千
九
百
九
十
五

円
（
前
年
度
比
一
四
・
四
％
減
）
と
な
っ
た
。
実
質

収
支
額
は
二
千
五
万
四
千
八
百
四
十
五
円
（
前
年
度

は
二
千
五
十
四
万
六
千
九
百
六
十
五
円
）
と
な
っ
た
。
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国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、収
納
率
は
八
五
・

八
三
％
（
前
年
度
は
八
五
・
四
三
％
）
で
〇
・
四
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
た
。
六
万
七
千
四
百
円
の
不
納
欠
損

後
の
滞
納
繰
越
分
は
、
千
八
百
五
十
七
万
三
千
五
百

七
十
二
円
と
な
り
前
年
度
と
比
べ
十
八
万
二
千
八
百

七
十
円
減
少
し
て
い
る
。
現
年
未
納
額
は
四
百
六
十

八
万
九
百
円
で
あ
り
前
年
度
と
比
べ
十
四
万
五
十
七

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
本
会
計
の
主
要
な
財
源

確
保
の
た
め
に
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
啓
発
と
更

な
る
保
険
税
の
徴
収
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

　

本
会
計
の
歳
出
決
算
規
模
は
六
千
五
十
八
万
五
千

七
百
六
十
九
円
（
前
年
度
比
三
・
一
％
増
）
で
、
実

質
収
支
額
は
八
十
九
万
二
千
七
百
円
（
前
年
度
は
百

二
万
千
百
円
）
で
あ
っ
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
収
納
率

一
〇
〇
％
で
あ
り
、
今
後
も
制
度
の
啓
発
を
図
る
と

と
も
に
、
一
〇
〇
％
収
納
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

　

本
会
計
の
歳
出
決
算
規
模
は
四
億
四
千
八
百
三
十

万
二
千
六
百
八
十
七
円
（
前
年
度
比
七
・
五
％
増
）

と
三
千
百
四
十
六
万
二
千
五
百
八
十
六
円
増
加
し
た
。

本
年
度
は
、
町
内
に
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
開
業
さ

れ
て
お
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は
五
千
四

百
四
十
三
件
、
三
億
五
千
五
百
八
十
八
万
千
三
百
九

十
四
円
（
対
前
年
度
六
百
十
五
件
増
、
三
千
六
百
四

十
一
万
六
千
百
三
十
七
円
増
）
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
九
百
九

十
九
件
、
千
百
三
十
八
万
六
千
七
百
三
十
八
円
（
対

前
年
度
七
十
六
件
減
、
百
二
十
七
万
二
千
三
百
十
三

円
減
）
と
な
っ
た
。
介
護
給
付
費
合
計
は
七
千
四
百

七
十
七
件
、
三
億
九
千
九
百
三
十
九
万
七
千
五
十
六

円
（
対
前
年
度
六
百
二
十
九
件
増
、
三
千
八
百
三
十

二
万
四
千
三
百
九
十
八
円
増
）
で
あ
っ
た
。

　

被
保
険
者
数
は
前
年
度
よ
り
二
十
九
人
増
加
し
合

計
千
七
百
十
三
人
、
要
介
護
認
定
者
数
は
十
五
人
増

加
し
、
合
計
二
百
八
十
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

介
護
保
険
料
の
収
納
率
は
九
八
・
一
％
（
前
年
度

九
八
・
六
％
）
で
あ
っ
た
。
今
後
も
制
度
の
啓
発
を

図
る
と
と
も
に
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　（
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

　

本
会
計
の
歳
出
決
算
規
模
は
、
二
億
千
四
百
五
十

二
万
千
四
百
八
十
三
円
（
前
年
度
比
〇
・
五
％
減
）

と
な
っ
た
。

　

本
事
業
に
よ
る
水
洗
化
率
は
、
九
五
・
九
％
（
前

表④
年　　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

実質収支比率（%） 9.4 8.9 11.0 13.1 7.6
経常収支比率（%） 86.4 82.1 84.3 87.0 89.1
実質公債費比率（%） 11.7 11.2 10.6 10.1 9.9
財 政 力 指 数 0.45 0.45 0.45 0.46 0.47

表⑤

区　　分 予算現額Ａ 調定額Ｂ 収入済額 不納欠損額 収入未済額
収入歩合
（％）

Ａ Ｂ
平 成 
30 年度 3,987,565,000 4,053,139,194 4,005,568,245 1,088,098 46,482,851 100.5 98.8

平 成 
29 年度 3,203,123,000 3,329,017,654 3,292,447,752 4,216,240 32,353,662 102.8 98.9

増 減 784,442,000 724,121,540 713,120,493 △3,128,142 14,129,189 － －
前年度比
（％） ＋24.5 ＋21.8 ＋21.7 △74.2 ＋43.7 － －

表⑥
年　　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

町税収納額（千円） 775,349 750,728 785,380 835,887 845,492
歳入構成比（％） 27.8 25.8 27.7 25.4 21.1

表⑦
年　　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

地方交付税額（千円） 888,611 950,111 948,178 913,326 865,068
前 年 度 比（ ％） △2.9 ＋6.9 △0.2 △3.7 △5.3

表⑧� （単位：％）
年　　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

自 主 財 源 比 率 43.6 40.0 43.7 52.8 60.3
依 存 財 源 比 率 56.4 60.0 56.3 47.2 39.7

表⑨� （単位：千円）
区　　分 3 月末現在高 前年度比

1 財政調整基金 1,214,989 163,271
2 減債基金 65,900 63
3 地域福祉基金 85,000 0
4 高齢者福祉対策基金 21,246 0
5 生活環境整備基金 10,000 0
6 ふるさと農村活性化対策基金 7,000 0
7 教育施設整備基金 24 0
8 まち・ひと・しごと創生基金 96,580 21,740
9 ふるさと納税基金 347,000 347,000
10 国民健康保険事業財政調整基金 33,740 33,673
11 介護給付費準備基金 125,090 5,176

計 2,006,569 570,923

表⑩� （単位：千円）
区　　分 3 月末現在高 前年度比

1 公共事業等債 35,440 △6,333
2 公営住宅建設事業債 335,934 △35,027
3 災害復旧事業債 5,200 0
4 （旧）緊急防災・減災事業債 45,013 △11,142
5 全国防災事業債 35,017 △4,983
6 学校教育施設等整備事業債 7,734 △1,478
7 社会福祉施設整備事業債 25,558 △4,508
8 一般補助施設整備等事業債 98,049 △13,966
9 一般単独事業債 188,986 27,343
10 財源対策債 0 △1,012
11 減税補てん債 16,482 △6,210
12 臨時財政対策債 1,350,267 △25,417
13 その他 27,581 1,642

計 2,171,261 △81,091

基 金 運 用 状 況

公 債 費 の 状 況
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年
度
比
〇
・
一
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
に
於
い
て
も
水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

使
用
料
の
収
納
率
は
九
九
・
三
％
（
前
年
度
九
九
・

一
％
）、
収
入
未
済
額
四
十
三
万
三
千
四
百
六
十
八

円（
前
年
度
五
十
四
万
三
千
六
百
四
十
三
円
）と
な
っ

た
。
今
後
も
未
納
額
の
減
少
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　（
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
）

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
全
て
事
業
が
完
了
し
て
お
り
、

維
持
管
理
費
及
び
公
債
費
が
主
な
支
出
と
な
っ
て
い

る
。

　

各
地
区
の
水
洗
化
率
は
、
大
山
・
井
高
地
区
一
〇

〇
％
、
夕
田
地
区
一
〇
〇
％
、
加
治
田
地
区
九
八
・

九
％
、
大
平
賀
地
区
九
五
・
九
％
で
、
全
体
で
は
九

八
・
三
％
（
前
年
度
九
八
・
〇
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
使
用
料
の
収
納
率
は
九
九
・
一
％
（
前
年

度
九
八
・
六
％
）、
収
入
未
済
額
は
三
十
万
二
千
七

百
二
十
一
円
で
前
年
度
よ
り
十
八
万
六
千
三
百
七
十

二
円
減
少
し
た
（
不
納
欠
損
額
〇
円
）。
今
後
も
未

納
額
の
減
少
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
基
金
運
用
状
況
】

　

年
度
中
の
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
一
億
六

千
三
百
二
十
七
万
五
百
三
十
九
円
の
増
加
（
前
期
は

三
百
七
十
七
万
九
千
六
百
五
十
八
円
の
増
加
）
と

な
っ
た
。
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
金
は
二
千

百
七
十
四
万
六
円
、
国
民
健
康
保
険
事
業
財
政
調
整

基
金
は
、
三
千
三
百
六
十
七
万
三
千
円
の
増
加
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
を
創
設
し
、

三
億
四
千
七
百
万
円
を
積
立
し
た
。

　

基
金
全
体
で
は
、
総
額
二
十
億
六
百
五
十
六
万
八

千
七
百
五
十
一
円
と
な
り
対
前
年
度
五
億
七
千
九
十

二
万
二
千
二
百
八
円
増
加
し
た
。

　

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
後
年
の
財
政
運
営

の
た
め
に
適
切
な
資
金
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

一
方
、
そ
の
他
の
基
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
目

的
に
沿
っ
た
活
用
と
安
全
な
運
用
管
理
を
さ
れ
た
い
。

（
表
⑨
）

【
公
債
費
の
状
況
】

　

公
債
費
に
つ
い
て
は
、
新
規
発
行
額
が
一
億
六
千

三
百
三
十
万
円
、
償
還
額
が
二
億
四
千
四
百
三
十
九

万
九
百
五
十
六
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
八
千
百
九

万
九
百
五
十
六
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。（
表
⑩
）

表⑪　年間有収率� （単位：％）
年　度 26 27 28 29 30

有収率 91.46 89.13 90.73 84.03 84.53

表⑫　滞納明細� （単位：万円）
年　　度 26 27 28 29 30

滞納者数 22 32 39 35 40

金　　額 63 80 125 73 89

水道決算意見書に関わる表

平
成
三
十
年
度
富
加
町
水
道
事
業
会
計

決
算
審
査
意
見
書富

加
町
監
査
委
員
　
髙
垣
　
昌
司

川
崎
　
伸
泰

　

水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
安
全
な
水
を
安
定
的
に

供
給
す
る
こ
と
が
重
要
な
使
命
で
あ
り
、
特
に
震
災

等
の
非
常
時
に
お
け
る
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
層
の

強
化
を
図
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
三
十
年
度
に
お
い
て
も
、
前
年
度
同
様
に
水

道
事
業
基
本
計
画
（
平
成
三
十
年
～
令
和
十
一
年
）

に
基
づ
き
、
国
の
補
助
事
業
等
に
よ
る
事
業
を
実
施

さ
れ
た
。
今
後
も
耐
震
管
を
用
い
た
老
朽
管
の
更
新

工
事
を
計
画
に
沿
っ
て
着
実
に
整
備
さ
れ
た
い
。

　

有
収
率
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
漏
水
調
査
を
実

施
さ
れ
て
い
る
が
依
然
と
し
て
低
い
た
め
、
流
量
計

の
設
置
を
検
討
し
、
漏
水
と
疑
わ
れ
る
箇
所
の
特
定

に
努
め
る
な
ど
、
有
収
率
向
上
に
向
け
た
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　

滞
納
状
況
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
、
滞
納

者
数
五
人
、
滞
納
額
十
六
万
円
の
増
と
な
っ
た
。
今

後
も
法
的
措
置
を
含
ん
だ
厳
正
な
処
置
を
執
る
な
ど
、

滞
納
の
減
少
に
努
め
ら
れ
た
い
。（
表
⑪
・
⑫
）
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一般質問は、定例会において行われ、その内容は行財政全般にわたります。
議員は、質問の要旨を事前に議長に通告し、議長の許可を得て質問をします。
質問の回数は、再質問を含め 3回までとなっており、議長が質問を制限する場合があります。

　第 4 回定例会の一般質問は、 9 月20日に�
6 人の議員から10件の質問が行われました。
　質問と答弁の要約は次のとおりです。

再質問及びその答弁は掲載してお
りません。全容は富加町ホーム
ページをご覧ください。

A

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
三

十
年
度
の
会
計
決
算
の
報
告

と
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
こ
で
、
町
の
一
般
及
び
特
別
会
計

に
計
上
さ
れ
た
多
種
に
多
岐
に
わ
た
る

補
助
金
等
の
執
行
に
つ
い
て
、
そ
の
状

況
を
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

　
町
の
会
計
に
は
、
幾
多
の
補
助
金
及

び
助
成
金
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
三
十

年
三
月
の
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
た
予

算
の
う
ち
、
執
行
額
の
な
い
も
の
は
あ

り
ま
す
か
。
或
い
は
、
予
算
に
対
す
る

執
行
率
が
異
常
に
低
い
も
の
な
ど
が
あ

り
ま
す
か
。

　
あ
れ
ば
、
ど
の
様
な
状
況
に
あ
る
の

か
、
補
正
前
の
予
算
に
て
ご
説
明
願
い

ま
す
。A

【
足
立 

参
事
】

　

平
成
三
十
年
度
当
初
予
算

で
は
八
十
一
項
目
の
補
助
金

が
あ
り
、
う
ち
執
行
の
無
い
も
の
が
十

二
項
目
あ
り
ま
す
。
執
行
率
の
低
い
も

の
は
、
全
て
の
年
度
で
共
通
し
て
言
え

ま
す
が
、
実
績
な
ど
か
ら
見
込
み
件
数

で
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
年
度
に

よ
っ
て
は
申
請
が
少
な
く
、
低
い
執
行

率
や
執
行
が
無
い
こ
と
が
生
じ
る
こ
と

に
よ
り
ま
す
。
し
か
し
、
補
助
金
は
有

用
性
の
高
い
も
の
の
み
計
上
し
て
お
り
、

執
行
が
無
く
て
も
必
要
な
補
助
金
は
充

分
精
査
し
た
上
で
、
申
請
に
備
え
あ
る

程
度
の
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。

補
助
金
、
助
成
金
の
実
効
性
に
つ
い
て

佐曽利 敏 議員

※紙面の都合上、実際の質問の順序を変えて掲載しています。

補助金などの実績が報告された
平成 30 年度一般会計歳入歳出決算書
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富
加
小
学
校
の
児
童
会

　
富
加
小
学
校
の
児
童
会
に

関
し
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
現
在
、
富
加
小
学
校
に
は

各
委
員
会
に
お
け
る
委
員
長
は
い
る
の

で
す
が
、
児
童
を
代
表
す
る
児
童
会
が

あ
り
ま
せ
ん
。
児
童
会
が
な
く
な
っ
た

時
期
、
理
由
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
後
も
児
童
会
が
な
い
ま
ま

で
よ
い
の
か
ど
う
か
の
教
育
委
員
会
の

お
考
え
も
お
教
え
く
だ
さ
い
。

A
【
澤
野 

教
育
課
長
】

　

以
前
は
あ
っ
た
児
童
会
が
、

な
く
な
っ
た
理
由
と
時
期
に

つ
き
ま
し
て
、
理
由
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
時
期
と
し
て
は
、
平
成
二

十
一
年
度
に
児
童
会
組
織
の
見
直
し
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
富
加
小
学
校
に
は
、
高
学
年

の
児
童
で
組
織
す
る
「
代
表
委
員
会
」

が
あ
り
、
児
童
に
よ
る
自
主
的
か
つ
自

治
的
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
会
が
児
童
会
の
役
割
を
担
う
組
織
で

あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
高
学
年
の

児
童
に
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自

覚
が
芽
生
え
る
活
動
の
場
と
し
て
、
学

校
ご
と
に
特
色
あ
る
取
り
組
み
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
対
し
、
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
た
ち
の
主
体
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、

指
導
・
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

渡邉 圭太 議員

　
現
在
九
月
で
、
ま
だ
ま
だ

暑
さ
を
感
じ
る
中
で
す
が
、

道
路
・
歩
道
の
凍
結
に
関
し

て
質
問
致
し
ま
す
。富
加
町
内
の
道
路・

歩
道
に
お
い
て
冬
の
期
間
（
数
日
～
数

週
間
）、
一
部
で
も
凍
結
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
道
路
は
何
か
所
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
凍
結
す
る
道
路
・
歩
道
は

道
路
に
面
す
る
山
の
草
木
に
よ
り
日
が

当
た
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
路
面
凍
結
に
繋
が
る
か
も
し
れ

な
い
草
木
を
担
当
課
は
把
握
し
、
毎
年

対
応
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
【
足
立 

建
設
課
長
】

　

冬
期
に
お
い
て
は
岐
阜
県

及
び
富
加
町
で
、
町
内
幹
線

道
路
の
除
雪
や
融
雪
材
の
散
布
を
地
元

建
設
業
者
に
委
託
し
、
凍
結
等
に

よ
る
交
通
事
故
等
の
防
止
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

数
日
か
ら
数
週
間
に
わ
た
り
凍

結
す
る
道
路
の
箇
所
数
は
、
気
象

条
件
に
よ
り
そ
の
都
度
異
な
り
ま

す
が
、
県
管
理
道
を
含
め
た
町
内

主
要
幹
線
道
路
に
お
い
て
は
十
二
か
所

ほ
ど
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

凍
結
等
の
原
因
と
な
る
道
路
沿
い
草

木
の
把
握
は
、
幹
線
道
路
沿
い
の
山
林

な
ど
地
形
要
因
に
よ
る
箇
所
は
認
識
し

て
い
ま
す
。
民
有
地
の
場
合
そ
の
維
持

管
理
は
土
地
所
有
者
で
あ
る
た
め
、
道

路
管
理
者
は
伐
採
な
ど
直
接
の
対
応
は

基
本
的
に
は
行
え
ま
せ
ん
が
、
見
通
し

不
良
や
倒
木
の
恐
れ
な
ど
道
路
通
行
に

支
障
を
来
す
箇
所
の
う
ち
、
産
業
環
境

課
と
連
携
の
う
え
、
森
林
環
境
税
関
連

事
業
の
要
件
に
合
致
す
る
も
の
は
伐
採

等
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で

危
険
な
箇
所
等
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
面
の
凍
結
に
関
し
て

渡邉 圭太 議員

看板を設置して注意を促す
交通安全協会の役員さん

（昨年度のようす）

児童が元気に学ぶ富加小学校
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一�
．
町
長
が
思
わ
れ
る
町
政

の
現
状
と
将
来
像

二
．
平
成
の
大
合
併
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
富
加
町
及
び
合
併
さ

れ
た
旧
町
村
の
現
状
は
ど
う
見
て
お

ら
れ
る
か
？

三�

．
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
よ
そ
四
．
五

億
円
の
収
入
の
使
い
道
は
？

　
ま
た
、
本
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

収
入
が
減
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

対
策
は
？

A
【
板
津 

町
長
】

　

第
一
の
私
が
思
う
町
政
の

現
状
と
し
て
振
り
ま
す
と
、

私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
施
策
に
つ
い
て
、

そ
の
多
く
は
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
し
、
少
し
ず
つ
そ
の
成
果
が
表
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
将
来
像
に

つ
い
て
は
、
富
加
町
総
合
戦
略
及
び
第

五
次
総
合
計
画
を
基
本
と
し
、
現
在
進

め
て
い
る
人
口
増
加
対
策
を
積
極
的
か

つ
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。
日
本
の
人
口
減
少
は
「
待
っ

た
な
し
」
の
状
態
に
あ
り
、
対
策
は
早

け
れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
が
あ
り
、
事
態

へ
の
対
応
を
先
延
ば
し
し
な
い
こ
と
こ

そ
が
基
本
姿
勢
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

私
の
政
策
も
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
、
育
て
ら
れ
る
富
加
町
と
す
る
こ
と

が
人
口
減
少
の
流
れ
を
ス
ト
ッ
プ
す
る

こ
と
に
繋
が
り
、
本
町
の
可
能
性
を
一

層
大
き
く
す
る
基
本
方
策
で
あ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　

第
二
の
大
合
併
に
つ
い
て
は
、
合
併

し
た
他
の
市
町
村
の
評
価
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
検
証
が
あ
り
改
め
て
言
及
し
ま

せ
ん
が
、
本
町
に
と
っ
て
合
併
破
綻
は
、

本
町
を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
と
な
り
、

町
に
と
っ
て
は
良
か
っ
た
の
で
は
と
判

断
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

約
三
億
円
は
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
に
積

み
立
て
、
約
一
億
五
千
万
円
は
四
十
五

の
事
業
に
充
て
ま
し
た
。今
後
は
、サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
返
礼
品
と
し
て
増

や
し
て
い
く
こ
と
の
他
、
寄
附
金
が
大

幅
に
減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

基
金
の
よ
り
効
果
的
な
活
用
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

現
状
の
町
政
と
将
来
像
に
つ
い
て

山田 直行 議員

一�

．
現
在
あ
る
公
園
、
旧
跡
、

文
化
財
等
の
整
備
拡
充
は

さ
れ
る
の
か
？

二
．
そ
の
発
信
の
仕
方
は
？

三
．
人
材
育
成
は
？

四
．
今
後
の
文
化
財
等
の
予
算
案
は
？

A
【
澤
野 

教
育
課
長
】

　

公
園
・
古
墳
・
旧
跡
・
文

化
財
等
の
整
備
拡
充
に
つ
い

て
は
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
例
と
し
て
、

県
指
定
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
夕
田
茶

臼
山
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
「
夕
田
墳ふ
ん

墓ぼ

群ぐ
ん

」
の
「
国
史
跡
」
指
定
を
目
指
し
、
現
在
協
議
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
二
十
八
年
度
に
は「
歴
史
マ
ン
ガ
・

夕
雲
の
城
」
を
刊
行
し
た
他
、
城し
ろ

跡あ
と

へ

の
見
学
道
の
整
備
や
案
内
看
板
の
設
置

に
つ
い
て
も
行
っ
て
い
ま
す
。
情
報
発

信
に
つ
い
て
は
、
町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ほ
か
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

な
ど
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
人
材

育
成
に
つ
い
て
は
、
学
芸
員
の
資
格
を

も
っ
た
専
門
職
員
を
配
属
し
て
い
る
ほ

か
、
歴
史
ガ
イ
ド
の
養
成
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
文
化
財
等
の
予
算
に
つ

い
て
は
、
継
続
的
確
保
に
努
め
ま
す
。

富
加
町
の
文
化
財
等
の
伝
承
に
つ
い
て

山田 直行 議員
町の歴史と暮らしを紹介する

町郷土資料館

3 世紀前半代の前方後円形を呈する
「夕田茶臼山古墳」
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二
〇
一
九
年
五
月
に
食
品

ロ
ス
削
減
法
が
成
立
し
、
食

品
ロ
ス
削
減
は
国
の
方
針
と

な
り
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
六
月
議
会

で
の
答
弁
で
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
対
策

に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
さ
れ
た
と
の
理

解
し
、
動
向
を
再
度
質
問
し
ま
す
。

一�

．
最
近
二
年
間
の
食
品
ロ
ス
削
減
の

具
体
的
な
啓
発
活
動
は
？

二�

．
第
二
次
食
育
推
進
計
画
に
食
品
ロ

ス
削
減
を
盛
り
込
ま
な
か
っ
た
の
は

何
故
か
？

三�

．
食
品
ロ
ス
削
減
の
今
後
の
対
応
方

針
は
？

A
【
川
合 

福
祉
保
健
課
長
】

　

食
品
ロ
ス
削
減
の
啓
発
活

動
と
し
て
、
チ
ラ
シ
の
班
回

覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
二
期
富
加
町

食
育
推
進
計
画
で
は
、
食
品
ロ
ス
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
健
康
課
題
と
し
て
盛

り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

住
民
健
診
の
結
果
か
ら
も
、
ま
ず
は
、

標
準
体
重
を
維
持
す
る
た
め
の
食
生
活

の
支
援
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
に
つ
い
て
の
知
識
の
普
及
を
優
先
し
、

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
は
、
次
期
計

画
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を
盛
り
込
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
期
の
計
画
で
は

「
食
品
ロ
ス
」
と
い
う
表
現
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
食
育

の
推
進
」
と
い
う
基
本
目
標
に
含
め
て

事
業
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、
食
生
活
サ
ポ
ー
ト
の
会
な

ど
の
活
動
の
中
で
、
啓
発
活
動
を
実
施

し
、
子
ど
も
園
や
小
中
学
校
の
食
育
に

関
す
る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

食
品
ロ
ス
削
減
へ
啓
発
活
動
は
進
ん
だ
か
？

木村 康夫 議員

　
空
き
家
を
塒ね
ぐ
らに

す
る
鳩
の

糞
害
な
ど
に
よ
る
近
隣
住
民

へ
の
健
康
被
害
を
危
惧
す
る

声
が
あ
り
、
行
政
に
対
策
を
求
め
て
い

ま
す
。
空
き
家
対
策
面
と
健
康
環
境
面

か
ら
行
政
の
対
応
は
必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
見
解
は
？

一�

．
空
き
家
に
住
む
鳥
獣
被
害
に
対
し
、

現
状
で
の
行
政
の
対
応
と
方
針
は
？

二�

．
迷
惑
空
き
家
（
仮
称
）
と
し
て
管

理
レ
ベ
ル
を
考
え
る
べ
き
と
思
う

が
？A

【
足
立 

建
設
課
長
】

　

空
き
家
は
、
所
有
者
自
ら

の
責
任
で
管
理
す
る
こ
と
は

第
一
次
的
な
責
務
で
あ
り
、
町
は
そ
の

管
理
責
任
を
補
完
す
る
た
め
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
責
務
が
あ
り
「
富
加
町
空

家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
し
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

空
き
家
に
住
む
鳥
獣
被
害
の
対
応
と

方
針
は
、
ま
ず
所
有
者
等
に
状
況
報
告

と
現
状
の
解
消
等
の
対
応
を
文
書
で
依

頼
し
ま
す
。
そ
の
後
、
対
応
が
無
い
場

合
は
「
特
定
空
き
家
等
に
対
す
る
措
置

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
建

物
調
査
を
行
い
、
助
言
・
指
導
を
行
い

ま
す
。
生
活
環
境
の
保
全
が
図
れ
な
い

状
況
の
判
断
や
管
理
レ
ベ
ル
は
、
前
述

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
基
準
に
よ
り
行
い
ま

す
が
、
詳
細
は
今
後
検
討
を
重
ね
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

様
々
な
事
案
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

関
係
部
所
と
連
携
し
、
解
決
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

空
き
家
と
鳩
被
害
に
つ
い
て

木村 康夫 議員

平成 31 年 3 月に策定された
第 2 期富加町食育推進計画
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昨
年
六
、九
月
議
会
で「
駐

車
場
増
設
が
必
要
で
あ
る
」

と
議
員
発
議
が
あ
り
、
答
弁

に
お
い
て
「
平
日
に
お
い
て
は
特
に
不

足
す
る
こ
と
な
い
。
土
日
祝
日
イ
ベ
ン

ト
時
に
は
満
車
に
な
る
。」と
あ
り
ま
す
。

　
一
過
性
の
ピ
ー
ク
時
の
た
め
に
駐
車

場
を
広
げ
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

そ
こ
で
私
は
駐
車
場
を
広
げ
る
た
め
の

案
を
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
通
勤

通
学
の
た
め
の
名
鉄
新
鵜
沼
ま
で
の
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
。
そ
の

利
用
者
の
た
め
に
駐
車
場
を
増
設
す
る
。

平
日
は
通
勤
通
学
の
た
め
の
駐
車
場
そ

し
て
祝
祭
日
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
も
そ
れ

を
使
う
。
こ
れ
な
ら
ば
町
民
の
皆
様
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
。

A
【
板
津 

町
長
】

　

道
の
駅
駐
車
場
の
増
設
に

つ
い
て
は
、
町
と
し
て
も
前

向
き
に
な
る
べ
く
早
期
で
の
事
業
化
を

目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら

な
る
道
の
駅
の
活
性
化
の
た
め
、
駐
車

場
の
規
模
や
付
帯
施
設
な
ど
の
整
備
方

針
を
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
ま
す
。

　

鵜
沼
駅
ま
で
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
町
で
運
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
数
が
限
定
的
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
こ
と
や
費
用
対
効
果
、
公
平
性
の
面

に
お
い
て
も
実
現
が
難
し
い
も
の
で
あ

る
と
推
測
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
民
間
事
業
者
の
運

行
に
よ
り
美
濃
加
茂
市
や
関
市
な
ど
か

ら
の
経
由
地
と
し
て
の
活
用
と
い
う
よ

う
な
計
画
が
あ
れ
ば
、
道
の
駅
駐
車
場

整
備
計
画
に
お
い
て
も
検
討
の
余
地
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
に
還
元
で
き
る
道
の
駅
に
つ
い
て

井戸 亨 議員

　
教
育
長
は
学
校
教
育
と
社

会
教
育
の
両
方
を
管
轄
し
指

導
し
ま
す
。
こ
と
に
学
校
教

育
に
お
い
て
は
校
長
の
上
に
立
つ
最
高

の
指
導
者
で
あ
り
ま
す
。
一
市
七
か
町

村
美
濃
加
茂
市
加
茂
郡
管
内
に
は
、
教

育
職
で
は
な
く
行
政
職
出
身
の
教
育
長

は
富
加
町
だ
け
で
す
。
新
し
い
教
育
長

制
度
に
代
わ
っ
て
四
年
の
任
期
か
ら
三

年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
三
年
が
過
ぎ

今
定
例
会
に
お
い
て
再
任
さ
れ
た
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
過
去
三
年
間
の
総
括
、
そ
し
て
行
政

出
身
の
教
育
長
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ

と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
よ

り
一
層
素
晴
ら
し
い
地
域
の
宝
で
あ
る

子
供
た
ち
を
育
て
る
た
め
の
戦
略
・
見

通
し
を
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
こ
れ
を

達
成
す
る
た
め
の
人
材
確
保
の
思
い
も

合
わ
せ
て
お
聞
き
し
ま
す
。

A
【
粥
川 

教
育
長
】

　

学
校
教
育
で
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

常
勤
化
や
宮
城
研
修
の
研
修

報
告
を
「
青
少
年
を
守
る
集
い
」
の
中

で
行
い
、
広
く
町
民
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
富

加
町
子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
等
に
関
す

る
条
例
」
の
制
定
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
整
備
、
小
学
校
体
育
館
ト
イ
レ
の

洋
式
化
も
行
い
ま
し
た
。

　

社
会
教
育
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し

た
公
民
館
講
座
の
開
設
や
図
書
検
索
シ

ス
テ
ム
の
導
入
の
ほ
か
、
今
年
度
に
は

休
日
夜
間
に
図
書
を
返
却
で
き
る
ポ
ス

ト
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
成
人

式
は
、
今
後
も
双
葉
中
学
校
卒
業
生
が

参
加
で
き
る
式
典
に
し
て
い
き
た
い
。

町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
本
格
的
に
見

直
し
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

二
期
目
に
当
た
っ
て
は
、
ふ
る
さ
と

教
育
や
通
学
時
の
安
全
対
策
な
ど
の
環

境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
も
進
め
た
い
。

　

ま
た
、
増
加
す
る
未
満
児
保
育
の
受

け
入
れ
態
勢
や
、
多
様
化
す
る
子
育
て

相
談
態
勢
に
も
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

教
育
長
に
つ
い
て

井戸 亨 議員

開駅 10 年目を迎えた
道の駅「半布里の郷とみか」
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こ
の
七
月
下
旬
に
私
の
自

治
会
で
は
、
地
域
の
子
ど
も

達
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
、

マ
ス
釣
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
地
域
の
全
組
織
・
団
体

や
自
治
会
内
外
か
ら
約
二
百
名
の
参
加

が
あ
り
、
和
や
か
な
中
開
催
が
出
来
ま

し
た
。

　
こ
の
運
営
に
は
、
自
治
会
や
そ
の
他

各
種
団
体
か
ら
運
営
の
費
用
が
補
填
さ

れ
、
必
要
な
資
材
の
購
入
を
一
〇
〇
％

カ
バ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
行
事
の
企
画
運
営
へ
の
取
り
組
み

を
大
き
く
後
押
し
し
、
後
ろ
か
ら
支
え

て
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
町
が
そ
の
様
な
財
源
を
助
成

す
る
こ
と
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
助

成
金
と
は
別
次
元
で
、
平
易
な
申
請
や

報
告
で
あ
る
要
件
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　
未
来
に
向
か
っ
て
人
口
増
、
町
外
か

ら
の
流
入
を
厚
く
考
慮
す
る
「
板
津
町

政
」
で
す
が
、
こ
こ
で
一
度
、
内
に
向

か
っ
て
、
在
住
す
る
子
ど
も
達
の
育
成

に
自
由
度
の
高
い
「
地
域
子
育
て
助
成

金
」
の
創
設
を
検
討
さ
れ
る
余
地
は
あ

り
ま
す
か
。

A
【
粥
川 

教
育
長
】

　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
家

庭
や
地
域
で
の
つ
な
が
り
が

希
薄
化
す
る
中
で
、
ご
質
問
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

地
方
自
治
法
に
よ
り
、
普
通
地
方
公

共
団
体
は
、
そ
の
公
益
上
必
要
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
寄
付
又
は
補
助
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

従
っ
て
、
補
助
に
当
た
っ
て
は
、
公

益
性
、
有
効
性
や
効
率
性
、
妥
当
性
、

費
用
対
効
果
、
公
平
性
や
透
明
性
な
ど

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り
、
申
請

や
実
績
報
告
等
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度

の
お
手
間
を
取
ら
せ
る
こ
と
は
止
む
を

得
な
い
こ
と
と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

ご
質
問
の
趣
旨
に
対
応
し
た
補
助
金

と
し
て
、総
務
課
で
所
管
し
て
い
る「
住

民
提
案
型
協
働
事
業
補
助
金
」
が
あ
り

ま
す
の
で
、
活
用
に
つ
い
て
ご
検
討
を

い
た
だ
き
た
い
。

地
域
子
育
て
助
成
金
に
つ
い
て

川崎 伸泰 議員

県自治功労者表彰を受賞

　佐曽利 敏議員が、町議会議長を 7年以上
務められ、地方自治の進展のために大きな
役割を果たしていることが高く評価され、
この度、岐阜県町村議会議長会長から、自
治功労者表彰が贈られました。

表彰を受ける佐曽利議員（左）

　皆さまにより親しんでいただけるよう、議会
だよりの刷新に取り組むことにしました。
　先号の「一般質問」ページのリニューアルに
続き、今号から全ページの文字を読みやすい書
体、大きさに変更しました。

　議会だよりに対するご意見、ご感想がござい
ましたら、議員へお声掛けください。

富加町議会事務局
　TEL ０５７４−５４−２１６１（直通）
   FAX ０５７４−５４−２４６１

　議会だより

リニューアル第 2 弾！
全ページ 文字を大きく
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常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

日
　
　
程　

令
和
元
年
七
月
二
十
三
日
（
火
）～

二
十
四
日
（
水
）

視
察
先　

三
重
県
玉
城
町
・
和
歌
山
県
太
地
町

視
察
項
目　
「
公
共
交
通
に
つ
い
て
」

出
席
者　

委
員
長
／
木
村
康
夫

　
　
　
　
　

副
委
員
長
／
山
田
直
行

　
　
　
　
　

委
員
／
川
崎
伸
泰
・
梅
村
登
次

　
　
　
　
　

帯
同
職
員
／
板
津
町
長
、
福
田
総
務
課

長
、
川
合
福
祉
保
健
課
長
、

亀
山
議
会
事
務
局
長

報
告
者
　
木
村
康
夫 

委
員
長

　

公
共
バ
ス
が
な
く
な
り
五
年
経
過
し
、
住
民
の
高

齢
化
、
核
家
族
化
も
進
み
住
民
の
自
緒
努
力
だ
け
で

は
、
す
べ
て
の
交
通
弱
者
が
交
通
手
段
を
得
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
に
と
っ

て
は
自
動
車
免
許
の
返
納
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て

お
り
高
齢
者
は
交
通
事
故
の
被
害
者
で
あ
り
、
加
害

者
に
も
な
り
う
る
状
況
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
、
本
町
で

も
有
効
な
交
通
公
共
の
実
現
が
必
要
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
回
の
視
察
で
は
、
公
共
交
通

の
先
進
自
治
体
の
交
通
シ
ス
テ
ム
や
運
営
実
態
を
視

察
研
修
し
、
本
町
で
の
公
共
交
通
の
実
現
に
向
け
て

選
定
の
多
様
な
判
断
材
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

一�

、
I
C
T
デ
マ
ン
ド
交
通
＝
元
気
バ
ス
（
三
重
県

玉
城
町　

面
積
四
十
一
㎢
、
人
口
一
万
五
千
四
百

九
十
八
人
）

　

バ
ス
は
九
名
乗
り
が
三
台
、
会
員
登
録
が
必
要
、

無
料
。
巡
回
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
中
間
を
狙
っ
て
い

る
。
完
全
予
約
制
で
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
作
成
は
シ

ス
テ
ム
化
さ
れ
て
お
り
自
動
で
最
適
化
を
実
現
し
て

お
り
、
運
行
上
の
無
駄
を
な
く
し
て
い
る
。
バ
ス
の

停
留
所
の
立
て
札
な
ど
の
目
印
は
な
い
が
G
P
S
を

使
用
し
た
バ
ス
停
の
位
置
指
示
に
よ
り
、
運
転
手
の

負
荷
な
く
停
留
所
を
数
百
箇
所
で
運
用
が
で
き
て
い

る
。
ま
た
、
自
治
会

の
要
望
に
よ
り
簡
単

に
バ
ス
停
の
増
設
が

で
き
、
住
人
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
運
行

ル
ー
ト
な
し
、
時
刻

表
な
し
、
停
留
所
表

示
な
し
の
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
な
交
通
シ
ス
テ

ム
は
ド
ア
t
o
ド
ア

運
行
に
近
い
シ
ス
テ

ム
と
理
解
で
き
ま
す
。

予
約
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
公
共
施
設
に
設
置
し

た
予
約
パ
ソ
コ
ン
、
電
話
に
よ
り
可
能
で
あ
る
が
、

現
状
は
ほ
ぼ
電
話
予
約
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
よ
り
、
無
駄
な
運
行
が
削
減
さ
れ
て
い
る
。

年
間
運
用
コ
ス
ト
は
千
八
百
万
円
で
あ
る
が
、
元
気

バ
ス
を
使
用
し
た
人
の
後
期
高
齢
者
医
療
は
千
百
万

円
が
削
減
さ
れ
、
高
齢
者
の
事
故
率
の
低
下
も
認
め

ら
れ
る
た
め
、
実
質
数
百
万
の
赤
字
レ
ベ
ル
と
言
え

ま
す
。
将
来
的
に
増
加
が
確
実
な
交
通
弱
者
へ
の
公

共
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
必
要
費
用
と
し
て
は
許
容
範

囲
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。

三重県玉城町の視察のようす

三重県玉城町のＩＣＴデマンド交通「元気バス」
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二�

、
自
由
乗
降
バ
ス
交
通
（
和
歌
山
県
太
地
町　

面

積
六
㎢
、
人
口
三
千
二
百
三
十
六
人
、
高
齢
化
率

四
〇
％
）

　

巡
回
路
線
バ
ス
形
態
で
可
能
な
限
り
自
由
乗
降
に

よ
る
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
し
て
い
る
。
小
さ
な

町
で
あ
り
現
状
よ
り
短
い
間
隔
で
の
巡
回
運
行
を
目

標
と
し
、
利
用
実
態
の
分
析
に
よ
る
運
行
効
率
の
改

善
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。
単
な
る
巡
回
バ
ス

で
あ
る
が
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
ル
ー
ト
や
時

刻
表
を
最
適
化
す
る
こ
と
に
よ
り
公
共
交
通
と
し
て

機
能
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
利
用
者
は
百
十
人

／
日
で
あ
り
高
評
価
で
あ
る
。
自
由
乗
降
に
つ
い
て

は
許
可
官
庁
と
忍
耐
強
い
交
渉
が
必
須
で
あ
る
。
年

間
運
用
コ
ス
ト
は
二
千
万
円
、
過
疎
債
や
利
用
収
入

四
百
万
円
、
結
果
千
六
百
万
円
の
赤
字
で
あ
る
が
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
な
コ
ス
ト
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

公
共
交
通
に
は
自
治

体
の
年
齢
分
布
、
地
域

分
布
な
ど
特
性
に
よ
り

い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

自
動
運
転
、
A
I
な
ど

技
術
的
な
進
歩
も
早
く

調
査
分
析
は
継
続
的
に

必
須
で
あ
る
と
感
じ
、

研
修
は
実
に
有
意
義
な

結
果
で
あ
っ
た
と
言
え

ま
す
。

　

ま
た
、
太
地
町
で
は
、
ご
厚
意
に
よ
り
「
鯨
の
博

物
館
」「
こ
ど
も
園
」「
福
祉
施
設
」「
道
の
駅
」
な

ど
訪
問
見
学
、
鯨
食
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
小
さ
な
町
な
が
ら
精
力
的
に
町
の
発
展
、

福
祉
向
上
に
努
力
さ
れ
て
い
る
状
況
は
地
方
自
治
体

の
運
営
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
太
地
町
は
古
来
よ
り
捕
鯨
や
鯨
食
な
ど

の
鯨
に
関
す
る
伝
統
文
化
を
有
し
、
世
界
的
な
反
捕

鯨
運
動
か
ら
伝
統
文
化
を
守
っ
て
き
た
事
実
は
日
本

の
鯨
行
政
の
最
前
線
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
地
域

の
文
化
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
守
る
姿
勢
は
共

感
で
き
応
援
で
き
ま
す
。
将
来
は
「
鯨
の
学
術
研
究

都
市
」
を
目
指
す
と
言
わ
れ
た
太
地
町
の
町
長
の
パ

ワ
フ
ル
さ
が
印
象
的
で
あ
り
、
当
町
に
お
い
て
も
地

域
の
独
自
性
の
観
点
か
ら
歴
史
や
伝
統
文
化
の
継
承

は
重
要
で
あ
り
参
考
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

日
　
　
程　

令
和
元
年
八
月
二
十
二
日
（
木
）～

二
十
三
日
（
金
）

視
察
先　

島
根
県
隠
岐
の
島
町
・
出
雲
市

視
察
項
目　
「
子
ど
も
議
会
（
中
学
生
議
会
）
に
つ

い
て
」「
町
民
ス
ポ
ー
ツ
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
振
興
に
つ
い
て 

」「
窓
口
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
業
務
に
つ
い
て
」

出
席
者　

委
員
長
／
福
田
定
道

　
　
　
　
　

副
委
員
長
／
井
戸
亨

　
　
　
　
　

委
員
／
佐
曽
利
敏
・
渡
邉
圭
太

　
　
　
　
　

帯
同
職
員
／�

澤
野
教
育
課
長
・
日
比
野

住
民
課
長
・
亀
山
議
会
事

務
局
長

報
告
者
　
福
田
定
道 

委
員
長

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
議
会
を
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
契
機
と
な
り
子
ど
も
達
に
議
会
の
仕
組

み
や
役
割
を
学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
子
ど
も
議
会

の
開
催
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
る
町
民
ス
ポ
ー
ツ
を
活
性
化
さ
せ
る
方
法
を
模
索

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
来
庁
さ
れ
た
町
民
の
た
め
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
行
政
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
窓
口
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
業
務
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
実
行
し
て
い
る
先
進

自
治
体
の
各
取
り
組
み
を
参
考
と
す
る
た
め
、
島
根

県
隠
岐
の
島
町
・
出
雲
市
へ
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

和歌山県太地町の視察のようす

和歌山県太地町の
「町営じゅんかんバス（自由乗降）」
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た
。

　

隠
岐
の
島
町
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
町
の

中
学
三
年
生
を
対
象
と
し
て
子
ど
も
議
会
を
授
業
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
が
議
員

と
な
り
子
ど
も
の
視
点
に
よ
る
町
の
問
題
点
を
町
執

行
部
に
投
げ
か
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
実
施
に
向
け

て
、
教
育
委
員
会
・
役
場
・
議
会
・
中
学
校
が
そ
れ

ぞ
れ
事
前
学
習
・
事
前
準
備
・
リ
ハ
ー
サ
ル
・
当
日

の
議
会
・
事
後
の
ま
と
め
等
役
割
を
分
担
し
て
い
ま

す
。
提
言
が
実
現
し
て
い
る
も
の
も
い
く
つ
か
あ
り
、

中
学
生
の
意
欲
に
繋
が
っ
て
い
る
等
の
評
判
も
あ
り

ま
す
が
、
テ
ー
マ
や
提
言
づ
く
り
が
今
後
の
課
題
と

し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
民
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
関
し
て
隠
岐
の
島
町
で
は
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
人
材
育
成
に
力
を
い

れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
研
修
と
組
織
強

化
・
社
会
体
育
団
体
の
育
成
及
び
活
動
支
援
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
町
体
育
協
会
が
主
催
す
る

年
間
十
五
競
技
も
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
町
民
が
競
技
に
参
加
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
競
技
団
体
と
共
に
開

催
を
盛
り
上
げ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
携
わ
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

出
雲
市
で
は
平
成
二
十
四
年
か
ら
市
内
十
四
校
の

生
徒
代
表
（
各
校
二
名
）
が
集
ま
り
中
学
生
議
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
市
政

を
学
ぶ
と
共
に
、
市
政
等
に
関
し
て
意
見
表
明
を
す

る
場
と
し
て
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
行
政

運
営
に
反
映
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
議
会
当

日
に
向
け
て
事
前
勉
強
会
を
実
施
し
、議
場
の
見
学
・

市
政
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
市
の
担
当
課
が
説
明
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
達

か
ら
の
評
判
も
良
く
、
市
政
を
知
る
良
い
機
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
業
務
は
、
死
亡
に

か
か
る
手
続
き
の
業
務
に
関
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

窓
口
を
市
民
課
に
設
置
し
、
申
請
書
作
成
ツ
ー
ル
を

業
者
に
委
託
せ
ず
職
員
が
作
成
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
こ
と
で
申
請
書
に
記
入
す
る

手
間
が
簡
素
化
さ
れ
、
申
請
者
の
負
担
軽
減
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
視
察
し
た
両
市
町
と
も
、
子
ど
も
議
会
を
行

う
こ
と
で
子
ど
も
達
の
「
町
に
住
む
一
員
と
し
て
将

来
を
担
う
意
識
」
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
立

派
な
ふ
る
さ
と

教
育
で
あ
る
た

め
、
富
加
町
に

も
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
よ
り

町
議
会
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
に
議
会

が
積
極
的
に
関

与
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
し
て
は
、
誰

も
が
い
つ
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
中

で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
を
創
設
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、
住
民
の
健
康
増
進
と
交

流
の
場
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
業
務
に
関
し
て
は
、
現
在
富
加
町
に
お
き
ま

し
て
も
住
民
課
が
窓
口
と
な
り
、
各
課
の
協
力
に
よ

り
手
続
き
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
回
の
視
察
に
よ
り
、
申
請
書
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
で
ま
だ
ま
だ
窓
口
業
務
の
簡
素
化
・
申
請

者
の
作
業
負
担
の
軽
減
が
見
込
め
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
今
後
も
で
き
る
こ
と
を
検
討
し
、
町
民
の

皆
様
の
た
め
に
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
れ
ば
と

強
く
思
い
ま
し
た
。

島根県隠岐の島町の視察のようす

島根県出雲市の視察のようす
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議
員
研
修
報
告

町
内
企
業
訪
問

日
　
　
程　

令
和
元
年
八
月
三
十
日
（
金
）

視
察
先　

株
式
会
社
Ｋ
Ｖ
Ｋ
、
ま
こ
と
工
業
株
式

会
社
、
藤
本
食
品
株
式
会
社
岐
阜
工
場
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
ア
ル
ト
シ
ュ
タ
ッ

ト
と
み
か
、
可
茂
聖
苑
、
さ
さ
ゆ
り
ク

リ
ー
ン
パ
ー
ク

出
席
者　

町
議
会
議
員
全
員

　
　
　
　
　

帯
同
職
員
／�

板
津
町
長
、
川
崎
産
業
環

境
課
長
、
亀
山
議
会
事
務

局
長

報
告
者
　
山
田
直
行 

議
員

　

議
員
研
修
と
し
て
、
町
内
企
業
四
社
と
二
つ
の
利

用
組
合
を
訪
問
し
、
企
業
活
動
等
の
概
要
の
説
明
並

び
に
現
場
視
察
を
各
所
一
時
間
程
行
い
ま
し
た
。

　

各
職
場
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
事
前
の
準
備
、
当

日
の
対
応
を
し
て
頂
き
、
ご
丁
寧
な
説
明
並
び
に
貴

重
な
お
話
を
伺
い
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
と
も
、
毎
日
お
忙
し
い
と
の
こ

と
。
そ
し
て
、
富
加
町
民
の
方
々
の
就
労
者
も
お
ら

れ
て
、
そ
の
一
役
を
担
わ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
ど
の
企
業
さ
ん
と
も
現
状

で
は
人
手
不
足
と
の
こ
と
で
、
そ
の

対
策
は
難
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

可
茂
聖
苑
で
は
、
最
新
の
施
設
を

見
学
し
、
さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー

ク
に
お
い
て
は
、
四
十
年
の
設
備
対

応
能
力
の
二
十
年
が
過
ぎ
、
今
後
ど

の
よ
う
に
改
築
、
若
し
く
は
新
築
す

る
の
か
等
、
今
後
課
題
と
な
る
現
状

と
の
こ
と
で
し
た
。
な
お
、
ゴ
ミ
の

収
集
量
は
、
分
別
収
集
に
よ
り
徐
々

に
減
っ
て
い
る
傾
向
で
あ
る
こ
と
で

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
私
ど
も
議
員
と
執
行

部
職
員
に
と
っ
て
、
非
常
に
有
意
義

な
一
日
で
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
を
含
め
、

何
ご
と
に
お
い
て
も
私
た
ち
町
民
一

人
一
人
が
社
会
参
加
の
一
躍
を
担
っ

て
い
る
事
を
充
分
認
識
し
な
が
ら
、

生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

株式会社 KVK

………………………………………………… 訪問先の視察のようす …………………………………………………

藤本食品株式会社岐阜工場

可茂聖苑（美濃加茂市）

まこと工業株式会社

ささゆりクリーンパーク（可児市）アルトシュタットとみか
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◆�令和元年12月定例会より、一般質問において、従来の「一括質問一括答弁」方式に加え�
「一問一答」方式を選択できる制度を導入します

 一括質問一括答弁方式とは 

　議員が質問項目すべてを一括して質問し、その後、町
長など町執行部が、その質問項目について一括して答弁
を行います。
　質問は 3回までとなっているため、探求できないまま
質問を終えることがあります。

 一問一答方式とは

　議員が 1つ質問した後、町長など町執行部が、その
質問について答弁を行います。
　質問回数に制限がないため、 1つの質問に対し納得
いくまで質問、答弁を繰り返します。（ただし、時間制
限があります。）

◆議場見学会を行います

 「富加町民まつり」で開催

と　き　令和元年11月17日（日）
　　　　〈 1回目〉午前10時～〈 2回目〉正午～　30分程度／回
内　容　議席・傍聴席にて、議会報告等を予定しています。
＊詳しくは、10月25日回覧のチラシをご覧ください。

 双葉中学校 3年生を対象

と　き　令和元年第 5回12月定例会
内　容　 3年生全員（95人）が、一般質問を傍聴の予定です。

◆議会だよりを刷新します
　令和元年 8月発行号の「一般質問」ページのリニューアルを皮
切りに、刷新に取り組むことにしました。今号では、委員会の活
動のようす等も掲載しています。
　段階的ではありますが、今後は地域の出来事などを議員目線で
紹介できたらと考えています。

議会の活性化を
　　　進めています

第 40 回とみか町民まつりで開催
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【 7 月】
3 日　可茂町村監査委員研修協議会
4日　可茂地域一部事務組合臨時会
7日　富加町ソフトバレーボール大会
9日　富加町長良川鉄道協力会理事会
10日　東海環状自動車道�

中東濃地域建設促進協議会総会
11日　リニア中央新幹線�

建設促進岐阜県期成同盟会総会
12日　四線促進期成同盟会総会
13日　アルトシュタットとみかサマーフェスタ
22日　例月現金出納検査
23日　総務産業建設常任委員会�

視察研修（～24日）
27日　センチュリー21夏祭り
28日　みんなのラジオ体操会
28日　可茂町村議会議員研修
27日　消防団役員会

【 8 月】
1 日　平成30年度一般会計･特別会計等�

決算審査
　　　健全化判断比率等審査（～ 7日）
7日　国道418号線整備促進期成同盟会総会
9日　議会運営委員会
　　　関・美濃加茂・郡上・下呂・富加�

道路網整備促進期成同盟会総会

19日　例月現金出納検査
20日　新任議員研修会
21日　関金山線・上之保下袋坂線�

改良促進期成同盟会総会
　　　一級河川津保川改修促進協議会
21日　あじさい小中学生サミット
22日　文教厚生常任委員会視察研修（～23日）
26日　市町村議員セミナー
27日　岐阜県町村議長会評議員会
30日　議員研修（町内企業訪問）

【 9 月】
1 日　富加町ソフトボール大会
2日　中学校組合会計決算審査
4日　議会運営委員会
10日　第 4回富加町議会定例会（～20日）
16日　敬老会
　　　アルトシュタットとみか敬老会
18日　双葉中学校体育祭
2２日　富加小学校運動会
24日　例月現金出納検査
25日　東京要望
　　　議員全体研修（～27日）
28日　富加町交通安全大会

　

今
回
の
九
月
定
例
会
は
、
平
成
三
十
年
度
の
決
算
を
中
心

と
す
る
議
会
で
し
た
。

　

執
行
部
が
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
て
を
承
認
し

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が

本
会
議
を
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
改
革
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
広
報
無
線
な
ら
び
に
チ
ラ

シ
等
で
、
町
民
の
方
々
に
お
知
ら
せ
を
し
た
効
果
か
な
と
思

わ
れ
ま
す
。
今
後
も
よ
り
一
層
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、

議
員
一
同
精
進
す
る
決
意
で
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
小
・
中
学
生
の
議
会
の
傍
聴
、

な
ら
び
に
町
民
ま
つ
り
に
お
け
る
議
場
の
公
開
な
ど
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
十
二
月
の
本
会
議
に
お
い
て
は
、

一
問
一
答
方
式
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
新
し
い
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
す
方
向
で
動
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
一
層
の
町
民
の
皆
様
方
の
御
理
解
と
御
協
力
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
文
責　

山　

田　

直　

行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
議
会
広
報
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員　

井　

戸　
　
　

亨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員　

山　

田　

直　

行

傍
聴
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

九
月
議
会
最
終
日
に
は
、
十
人
の
方
が
傍
聴
に
来
場

さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
意
見
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

▽�

議
員
の
質
問
は
現
状
課
題
の
み
。
将
来
の
課
題
等
、

町
民
の
思
い
と
少
し
ズ
レ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

▽�

議
会
だ
よ
り
で
読
む
よ
り
、
議
会
を
一
見
す
る
と
臨

場
感
が
あ
り
、
再
質
問
も
聴
け
る
の
が
よ
い
。

　

貴
重
な
ご
意
見
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


